
がんになったらいくらかかるの？
治療機会の損失やQOLの低下を防ぐために

文部科学省「次世代のがんプロフェッショナル養成プラン」採択事業
「次世代のがん医療を担う多職種人材養成プラン」

1月20日
土 15:00 17:00（14：30開場）

会場 国際医療福祉大学東京赤坂キャンパス 3階 301教室(多目的ホール）

国際医療福祉大学大学院 がんプロ教育ワークショップ

上記QRコードもしくは上記URLへアクセス頂き、申込
フォームに必要事項をご入力の上お申込み願います。
お申し込み後、ご参加・ご視聴のご案内をお送りします。
国際医療福祉大学大学院 がんプロ事務局
Tel: 03-5574-3900
E-mail: ganpro-jimukyoku@iuhw.ac.jp
HP：https://www.iuhw.ac.jp/daigakuin/cancer5/ 東京都港区赤坂4-1-26 

東京ﾒﾄﾛ赤坂見附駅A出口徒歩3分

対象 一般市民、医療関係者、学校関係者、大学生・大学院生、高校生、がん診療に携わる方

●締切：2024年1月 17日（水）

ハイブリッド開催（会場+Zoom）

●コーディネーター/司会 : 樋口肇
●開会挨拶 : 矢冨裕 国際医療福祉大学大学院長

セッション１
講演１症例提示「臨床現場で経験する経済毒性－臨床医の視点から」

小林 桃子 国際医療福祉大学医学部助教
国際医療福祉大学成田病院腫瘍内科

講演２医療ソーシャルワーカーより伝えたいこと
「がんになる前に知っておきたい社会資源」
高濱友理江 国際医療福祉大学成田病院地域医療連携室

セッション２特別講演「がんの経済毒性」
本多和典 愛知県がんセンター薬物療法部医長

●総合討論

参加無料
要 予 約

予約・事前申し込み

https://forms.gle/VuSzBnyaGN3WcAtP7

国際医療福祉大学医学部臨床腫瘍学教授
国際医療福祉大学成田病院腫瘍内科部長

治療費の負担や収入の減少から生じる心身への悪影響、
“経済毒性”について考えます。プログラム
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